


































































である。型式は II-3, II-4, II-5の３クラス,年代は中葉か
後葉の 2クラスである。計測データファイナライズ時に指
定した蓋および身のそれぞれY軸 0°（垂直方向）を中心
に objから 30°ずつ回転させVoxelデータ (64x64x64x4)
に変換,さらに objから Z軸 0°（正面）, 90°（真上）, -90
°（真下）方向からの透過投影画像 (380x380x3）を作成す
る (図 3)。すなわち 1サンプルごとに 12倍のデータ拡張
を行い, 24サンプルから 288データを作成する [Su 15]。
このうち 192データは分類学習の訓練データ, 48データ
は検証用, 48データは推論テスト用とした。
4. モ デ ル 構 造






















式分類の II-3, II-4, II-5クラスの適合率はそれぞれ, 0.96,
1.00, 1.00,再現率は 1.00, 0.93, 1.00となった。年代分類の
中葉および後葉クラスの適合率はそれぞれ 0.96, 1.00,再
現率は 1.00, 0.95と高い精度で分類された結果となった。
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4
図 4 3x2D+3D マルチインプット・マルチタスクモデル（部分）
